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背景
屋内でのスマートモニタリング…
スマートシティに住む⼈々の⽣活にとって，安全安⼼を提供する基本サービス

LIDARセンサ 5台による研究室居室の3Dデータ．
https://youtu.be/hsb0x2ROCO0

屋内をLIDARセンサでセンシング

LIDARセンサを複数台設置することで死⾓となる
領域を減らすことができる

天井により設置できる場所に制限
➡屋外と⽐べて多くLIDARセンサを設置する必要

モニタリングネットワークで多数のセンサを同時に使⽤すると，
データストリームの送受信が遅れたり不安定になる
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提案⼿法

フィルタリングによる重要度の低い点の削除．
多数のLIDARセンサを同時に使⽤できる

LIDARセンサごとの遅延に影響を受けず動作する

すべてのLIDARセンサのデータが時間同期できる

3Dセンシングネットワークにおけるセンサのデータ送信量を適応制御

床や天井などの重要度の低い点を
ネットワークの遅延状況から適応的
に削除することで，リアルタイムに
動作できる
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評価

15時〜 伊東・松⽇楽・新熊研による⾃動運転・ロボット・ネットワーク連携デモ

LIDARセンサを使⽤して研究室をモニタリングを実施し，その
トラフィックをキャプチャ

記録ファイルを再⽣し多数のLIDARセンサを再現

モニタリングを実施した研究室居室．
https://www.muji.com/jp/business/cases/23/適応制御を⾏わない場合（左），⾏う場合（右）．

適応制御により，直ちに到達したパケットの⽐率が⾼くなった．
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